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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期

第１四半期連結
累計期間

第65期
第１四半期連結
累計期間

第64期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 3,558,221 2,842,073 19,813,225

経常損失（千円） △417,635 △533,591 △569,779

四半期（当期）純損失（千円） △421,422 △543,552 △642,749

四半期包括利益又は包括利益（千円） △447,230 △594,601 △646,051

純資産額（千円） 8,126,682 7,223,449 7,926,977

総資産額（千円） 20,943,459 18,869,739 22,959,689

１株当たり四半期（当期）純損失金額（円) △34.81 △44.92 △53.11

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 38.4 37.8 34.1

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額で

あり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
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２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結累計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興関連需要やエコカー補助金などによる堅調

な内需により、ゆるやかな景気の持ち直し傾向が見られました。しかしながら、長引く欧州の債務危機や長期化する円

高などにより依然として景気の先行きは不透明な状況が続いています。

このようななか、当社グループにおきましては、従来にも増してコスト低減活動、製品品質向上活動に努め、顧客満

足度を高めるべく提案営業活動を推し進め、事業推進力の一層の強化に取り組んでまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の連結売上高は28億42百万円（前年同四半期比20.1%減）となりました。営業

損失は５億10百万円（前年同四半期は４億15百万円の損失）、経常損失は５億33百万円（前年同四半期は４億17百万

円の損失）、当四半期純損失は５億43百万円（前年同四半期は４億21百万円の損失）となりました。

なお、当社グループの売上高は通常の形態として、他の四半期に比べ第４四半期に完成する工事の割合が大きいた

め、業績に季節的変動があります。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

（情報機器事業）

主力製品であります道路情報機器において、高速道路向けを中心に売上が前年同期に比べ減少しました。この結

果、売上高は６億66百万円（前年同四半期比42.2%減）、セグメント損失は３億12百万円（前年同四半期は19百万円

の損失）となりました。

（照明機器事業）

民間設備投資関連の産業用照明器具は、蛍光灯器具などは減少しましたが、LED照明器具は着実に伸び、全体とし

ては微増となりました。一方、公共投資関連の道路・トンネル照明器具は減少しました。また、LEDデバイス部品は前

年並みとなりました。この結果、売上高は９億48百万円（前年同四半期比5.0%減）、セグメント損失は１億８百万円

（同　１億93百万円の損失）となりました。

（コンポーネント事業）

エアコン用の配管保護機材と配電盤や機械装置に用いる産業用配線保護機材は前年並みとなりました。また、電

磁波環境部品は前年同四半期に比べ減少しました。この結果、売上高は11億48百万円（前年同四半期比13.6%減）、

セグメント利益は２億12百万円（同　２億50百万円の利益）となりました。

（その他の事業）

メカトロ製品は１百万円、商品仕入販売は24百万円、情報サービスなどは51百万円となりました。この結果、その

他の事業の売上高は77百万円（前年同四半期比0.7%増）、セグメント損失は15百万円（同　37百万円の損失）とな

りました。

(２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はなく、また、新たに生じ

た重要な対処すべき事項はありません。

(３）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、38百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,782,000

計 33,782,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,382,000 12,382,000
大阪証券取引所

市場第二部

単元株式数は

1,000株でありま

す。

計 12,382,000 12,382,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千
円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 12,382,000 － 3,380,000 － 3,613,665

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

普通株式     280,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  11,967,000 11,967 －

単元未満株式 普通株式     135,000 － －

発行済株式総数 12,382,000 － －

総株主の議決権 － 11,967 －

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

星和電機株式会社

京都府城陽市寺田

新池36番地
280,000 － 280,000 2.26

計 － 280,000 － 280,000 2.26

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平

成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、清友監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,811,627 3,017,315

受取手形及び売掛金 ※
 9,191,724

※
 4,600,101

有価証券 4,985 5,002

商品及び製品 781,537 961,277

仕掛品 212,534 407,212

原材料及び貯蔵品 2,513,577 2,664,802

その他 104,441 107,746

貸倒引当金 △251 △231

流動資産合計 15,620,176 11,763,226

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,109,524 5,118,624

減価償却累計額及び減損損失累計額 △2,960,704 △3,008,775

建物及び構築物（純額） 2,148,819 2,109,849

その他 9,362,664 9,407,294

減価償却累計額及び減損損失累計額 △7,169,262 △7,271,878

その他（純額） 2,193,401 2,135,415

有形固定資産合計 4,342,221 4,245,264

無形固定資産 296,220 297,944

投資その他の資産

投資有価証券 1,463,919 1,334,778

その他 1,328,379 1,320,395

貸倒引当金 △91,228 △91,870

投資その他の資産合計 2,701,070 2,563,303

固定資産合計 7,339,512 7,106,513

資産合計 22,959,689 18,869,739

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,788,989 3,114,214

短期借入金 5,038,435 2,541,479

1年内返済予定の長期借入金 997,000 967,500

未払法人税等 31,894 18,212

賞与引当金 251,632 93,300

受注損失引当金 82,310 155,947

その他 1,351,405 1,377,796

流動負債合計 11,541,667 8,268,451

固定負債

長期借入金 2,970,100 2,888,350

退職給付引当金 150,568 150,572

役員退職慰労引当金 71,990 71,990

環境対策引当金 73,836 73,836

その他 224,549 193,090

固定負債合計 3,491,043 3,377,839

負債合計 15,032,711 11,646,290
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,380,000 3,380,000

資本剰余金 3,613,665 3,613,665

利益剰余金 784,470 132,004

自己株式 △197,284 △197,297

株主資本合計 7,580,851 6,928,371

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 289,633 184,841

為替換算調整勘定 △38,294 15,468

その他の包括利益累計額合計 251,339 200,309

少数株主持分 94,786 94,767

純資産合計 7,926,977 7,223,449

負債純資産合計 22,959,689 18,869,739
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 ※
 3,558,221

※
 2,842,073

売上原価 3,088,071 2,549,796

売上総利益 470,149 292,276

販売費及び一般管理費 885,431 802,571

営業損失（△） △415,281 △510,294

営業外収益

受取利息 590 291

受取配当金 17,998 18,843

不動産賃貸料 8,783 8,731

その他 16,660 12,100

営業外収益合計 44,032 39,967

営業外費用

支払利息 14,577 20,787

売上割引 16,252 14,615

為替差損 10,705 6,848

シンジケートローン手数料 － 14,186

その他 4,850 6,826

営業外費用合計 46,386 63,263

経常損失（△） △417,635 △533,591

特別利益

投資有価証券売却益 354 396

特別利益合計 354 396

特別損失

固定資産除却損 6,711 496

ゴルフ会員権評価損 350 100

特別損失合計 7,061 596

税金等調整前四半期純損失（△） △424,342 △533,791

法人税、住民税及び事業税 5,724 8,803

法人税等調整額 △5,412 △76

法人税等合計 311 8,727

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △424,654 △542,518

少数株主利益又は少数株主損失（△） △3,231 1,033

四半期純損失（△） △421,422 △543,552
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △424,654 △542,518

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △26,150 △105,845

為替換算調整勘定 3,573 53,762

その他の包括利益合計 △22,576 △52,082

四半期包括利益 △447,230 △594,601

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △444,517 △594,581

少数株主に係る四半期包括利益 △2,712 △19
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損

失に与える影響は軽微であります。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日の満期手形が四半

期連結会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形 156,740千円 118,575千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自 

平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）

※　当社グループの主要部門の売上高は、受注状況から年度末に向けて完成する工事の割合が多くなる傾向にあるた

め、季節的変動があります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

減価償却費 219,064千円 172,311千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月13日

取締役会
普通株式 121,057 10 平成23年３月31日平成23年６月14日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月11日

取締役会
普通株式 108,914 9 平成24年３月31日平成24年６月13日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

情報機器 照明機器
コンポーネ
ント

計

売上高         

外部顧客への

売上高
1,152,529998,9491,329,4263,480,90577,3153,558,221－ 3,558,221

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ 1,285 707 1,99291,06593,058△93,058 －

計 1,152,5291,000,2341,330,1343,482,898168,3813,651,279△93,0583,558,221

セグメント利益

または損失

（△）

△19,073△193,331250,72838,322△37,391 930△416,212△415,281

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、メカトロ製品、商品仕入販売、情

報サービス等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△416,212千円には、セグメント間取引消去△28,133千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△388,079千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

情報機器 照明機器
コンポーネ
ント

計

売上高 　 　 　 　 　 　   

外部顧客への

売上高
666,396948,9701,148,8552,764,22277,8512,842,073－ 2,842,073

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ 680 447 1,127115,615116,743△116,743 －

計 666,396949,6511,149,3022,765,349193,4662,958,816△116,7432,842,073

セグメント利益

または損失

（△）

△312,455△108,793212,012△209,236△15,074△224,310△285,983△510,294

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、メカトロ製品、商品仕入販売、情

報サービス等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△285,983千円には、セグメント間取引消去1,296千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△287,280千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

(1）１株当たり四半期純損失金額 34円81銭 44円92銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純損失金額（千円） 421,422 543,552

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 421,422 543,552

普通株式の期中平均株式数（株） 12,105,112 12,101,537

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

平成24年５月11日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………108,914千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………９円

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年６月13日

（注）平成24年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

  　平成24年８月９日

星和電機株式会社
 

取締役会　　　御中

  

 清友監査法人  

 
指定社員
業務執行社員

 
公認会計士 平岡　彰信　　印

 
指定社員
業務執行社員

 
公認会計士 人見　敏之　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193 条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている星和電機株式会

社の平成24 年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平

成24 年6 月30 日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、星和電機株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　
　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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